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デジタル楽譜の類型化とデジタル楽譜文化を支える
フォーマットについての考察

関 慎太朗1,a)

概要：楽譜を機械可読な形式で構造的に記述するための規格整備が進み，紙媒体で共有されてきた楽譜が
デジタルメディアに対応したインタラクティブスコアとして再整備されつつある．このような状況を議論
する上では，紙からデジタルへの移行を段階的に整理し，その内部で展開されている活動について議論す
る必要がある．本稿ではデジタル楽譜の類型をそのプロセスおよび楽譜の符号化に向けた進展から再定義
するとともに，デジタル時代の楽譜文化を支える MusicXMLと Music Encoding Initiative について，そ
の設計思想の違いについて検討する．

1. はじめに
資料保存への関心の高まりから，音楽資料についてもデ

ジタル・アーカイブの構築を目指した取り組みが盛んに
なっている．音源，映像，コンサートプログラム，身体運
動など，音楽に関する資料は多様な形態をとりうるが，西
洋音楽において音楽作品の制作から演奏までの一連の活動
を貫く資料として楽譜の存在が挙げられる．
紙媒体で流通してきた楽譜は長らく PDFをはじめとす

るデジタル画像として蓄積されてきたが，1960年代以降，
楽譜を機械可読に記述する方法が模索され，現在では楽譜
をデジタルメディアに対応したインタラクティブスコアと
して再整備する動きが盛んになっている．
このような状況を議論する上では，紙からデジタルへの

移行を段階的に整理し，その内部で展開されている活動に
ついて議論する必要がある．本稿ではデジタル楽譜の類型
をそのプロセスから再定義するとともに，その分類がファ
イルフォーマットの開発において採用された設計思想の違
いに起因することを明らかにする。

2. 先行研究とその課題
デジタル形式で扱われる楽譜の類型化については，これ

までにもいくつかの例がある．
Digital Cultural Heritageという概念に基づき，デジタ

ル化された音楽資料について考察した [1]は，楽譜をデジ
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タル画像として保存・公開する取り組みを事例として挙げ，
そこで扱われている楽譜全体を “デジタル化された楽譜”

と一括に扱っている．ここでは紙資料とデジタル化された
資料という対立軸を重視しながら画像化された楽譜の資
料特性について検討しているが，フォーマットに関する言
及は “デジタル化された楽譜のデータフォーマットは機関
によって様々な形式がある”という当然の結果を導き出す
にとどまっている．紙からデジタルへの移行というメディ
アの変化は重要な点ではあるが，ここで取り上げられてい
る Beethoven-Haus Bonn[2]や Schubert-online[3]，Arnold
Schönberg Center[4] などは基本的に作曲家が残した手稿
譜の保存と公開を両立するための仕組みとしてデジタル画
像を公開しているもので，デジタル楽譜を扱う取り組みの
中でも特殊なケースを対象としている．
デジタル画像による楽譜の保存・公開は閲覧による資料

汚損や劣化を最小限に留めるとともに，貴重な資料をより
多くの人が利用できる環境を整備するための仕組みとして
非常に重要なものである．特に作曲家が残した手稿譜には
楽譜製版の際に抜け落ちてしまうメモ書きやスケッチなど
が残されていることがあり，楽曲制作のプロセスを確認す
る上で貴重な情報を多く含んでいる．したがって，楽譜の
保存・公開を考えるうえで，楽譜の画像化が有効な手段と
して機能することは十分に考えられる．しかし，そのよう
な事例だけを取り上げ，デジタル化された楽譜を紙とデジ
タルデータという二項対立で議論することはデジタル楽譜
の実体に即さないだろう．
一方，デジタル化の段階を考慮に入れた楽譜類型を提示

した [5]は，デジタル楽譜を電子書籍版とデジタル版の 2

つに区分している．
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電子書籍版は “既存のコンテンツを新しいメディアに適
合させただけ”であり，その特徴として書籍メディアとの
強い結び付きを指摘している．その一例としてベーレンラ
イター社から出版されている新モーツァルト全集のほぼ
全ページを PDFに変換して公開している NMA Online[6]

が挙げられていることからもわかるように，[5]が電子書
籍版として分類しているデジタル楽譜は [1] が議論の対
象としたデジタル画像化による楽譜の保存・公開と多く
の部分を共有していることがわかる．また，[5]は書籍と
して発行される楽譜とデジタル出版物として公開される
その他の情報を組み合わせることで情報の拡充を試みる
Reger-Werkausgabe（RWA）[7]やCarl-Maria-von-Weber-

Gesamtausgabe（WeGA）[8]なども，書籍の持つメディア
性に強く影響を受ける電子書籍版の一部として定義して
いる．
それに対して，デジタル版は “ボーンデジタルな楽譜”

であり，“さらなる学術研究の出発点”として定義されてい
る．より一般的な用語を当てるとすれば，デジタル学術編
集版（Scholarly Edition）に該当し，従来紙媒体で編纂さ
れてきた原典版楽譜のデジタル版と考えることもできる．
現在公開されているデジタル版楽譜は多くないが，国際
モーツァルテウム財団が整備を進める Digital Interactive

Mozart Edition（DIME）やベートーヴェンの遺伝的テキ
スト批評に取り組む Beethovens Werkstatt はデジタル版
楽譜に近い存在といえる．
NMA Onlineのような原典版として編纂された楽譜が電

子書籍版に分類されていることを考えると，ここでの楽譜
分類においては書籍というメディア性からの独立が非常に
重視されていることがわかる．たしかに，デジタル学術編
集版の整備はデジタル楽譜を用いた音楽研究を進める上で
は欠かすことができないものであり，信頼性の高いデジタ
ル楽譜の編纂は 1つの究極的な目標地点かもしれない．し
かし，書籍メディアへの依存という観点で見ると，既存の
楽譜を画像化以外の方法でデジタル化した楽譜も電子書籍
版の内部に織り込まれてしまい，画像データ以上の拡張性
を持つデジタル翻刻楽譜が画像データとして蓄積された楽
譜と同列に扱われることになる．このように，書籍からの
独立した高い真正性を有する楽譜を重視する視点はデジタ
ル学術編集版の重要性を論じる上では有効に機能しうるが，
コンテンツを書籍メディアと共有するデジタル翻刻された
楽譜の持つ可能性を浮き上がらせるには至っていない．
デジタル楽譜制作の実体を見ると，多くのユーザーに

とって重要なのは高い真正性と多くのメタデータを持った
デジタル学術編集版楽譜ではなく，気軽に使え，再生，編
集が簡単に可能なデジタル翻刻楽譜であり，それらは楽譜
を画像データとして蓄積するサービスとは大きく異なる利
用のされ方をしている．例えば，“すべてのパブリックド
メインの楽譜に加え，公衆に無料で公開したいと希望する

現代のすべての作曲家の楽譜を収集する”という目標を掲
げる仮想楽譜図書館プロジェクトである国際楽譜ライブ
ラリープロジェクト（IMSLP）[9] とオープンソースソフ
トウエアとして開発されている楽譜制作ソフトウエアで
あるMuseScore[10]が協同して進める OpenScore[11]では
IMSLPに画像データとして保存された楽譜をMuseScore

でデジタル翻刻し，制作されたデータを CC0で公開して
いる．OpenScoreの提供する楽譜はMuseScore上で再生・
編集が可能なインタラクティブスコアとして提供されてお
り，総譜からパート譜を作成したり，楽譜を編集することで
楽曲の難易度を調整したり，合唱曲の特定のパートだけを
抽出して再生したり，楽譜から生成された音源をゲーム内
で利用したりと，様々な利用方法が想定されている．その
なかでも，視覚障がい者が利用する点字楽譜や弱視，楽譜
ディスレクシアに配慮したModified Stave Notationへの
変換が可能な楽譜レパトリーの充実が期待されている [12]．
このように，楽譜が持つコンテンツが既存の書籍メディ

アと同じものであっても，それらが機械可読に翻刻される
ことで，楽譜の持つ拡張性や利用場面は大きく広がる．[5]

が目指すデジタル学術編集版楽譜は学術コミュニティにお
けるデジタル楽譜の利用を議論する上では重要な点だが，
書籍からの脱却を重視するがゆえに既存の楽譜を機械可読
な形式で記述した翻刻版楽譜の持つ可能性を見落とすこと
はあってはならないだろう．

3. デジタル楽譜の類型化
以上の議論を踏まえつつ，本稿ではデジタル楽譜をデジ

タル・アーカイブ版，デジタル翻刻版，デジタル学術編集
版の 3つの段階に分類する．
デジタル・アーカイブ版は [5]の議論における電子書籍

版，および [1]が議論の対象とした楽譜に相当する．IMSLP

をはじめ，多くの楽譜アーカイブプロジェクトが画像での
保存・公開に取り組んでおり，資料の画像化はデジタル・
アーカイブの手法として現在最も一般的なものだろう．そ
れらの資料は紙媒体で存在する楽譜をデジタル画像に変換
しただけのものであり，デジタル化されたことは確かだが，
その対象は楽譜の持つ視覚的情報に限定されている．した
がって，楽譜の持つ演奏情報や音楽知識を抽出するために
は人間による読譜を必要とする．
次のデジタル翻刻版は紙媒体で存在する楽譜をデジタル

翻刻したものであり，楽譜が持つ演奏情報そのものは紙の
楽譜と変わらないが，それらは機械可読な形式で記述され
ている．したがって，楽譜の再生や編集などが可能となり，
紙に固定された楽譜を画像化しただけのデジタル・アーカ
イブ版と比べると，その拡張性は飛躍的に向上している．
一方，学術的な研究資料として十分に利用できるほどのメ
タデータを持っているとは限らず，特に精緻な史料批判を
経て編纂された原典版を用いる音楽学研究のニーズに応え
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ることは難しい．これは原典版が持つ音楽的な知識，すな
わち校訂報告や異版の検討をはじめとする楽譜の真正性に
関わる記述が不足しているためである．
最後のデジタル学術編集版は [5]の議論におけるデジタ

ル版に相当する．デジタル学術編集版は紙の楽譜における
原典版に該当し音楽学研究の基盤として機能することが期
待される．原典版は楽譜の記述内容もさることながら，史
料批判のプロセスやそこで参照された資料などについて説
明する校訂報告の記載内容が楽譜の真正性を担保するもの
として非常に重視される．したがって，楽譜そのものの記
述に加え，文字資料として織り込まれている校訂報告を楽
譜と対応させながら記述する必要がある．デジタル学術編
集版として広く共有される楽譜が登場すれば，音楽学研究
において原典版が果たしてきた役割を代わって担うにとど
まらず，情報学からの知見を生かした新しい音楽学のあり
方が描かれるだろう．
このように，楽譜のデジタル化に向けたプロセスを 3つ

に分類すると，それぞれの類型間には，楽譜の拡張性・ア
クセシビリティの広がりと，情報の量的・質的な充実とい
う，2つの段階を踏んでいることがわかる．そして，それ
ぞれの類型間における変化は各段階で利用されるデジタル
楽譜フォーマットの違いとして表出する．それぞれの段階
において利用される標準的なフォーマットが，楽譜の構造
的な記述というタスクに対して異なる開発思想を適用する
ことで，それぞれのニーズを満たしているのである．
デジタル・アーカイブ版においては多くの場合 PDFをは

じめとする静的なグラフィカルファイル形式が利用される
ため，ここでは楽譜を機械可読な形式で記述するデジタル
翻刻版とデジタル学術編集版で用いられるファイルフォー
マットについて検討する．

4. デジタル翻刻版における楽譜フォーマット
4.1 楽譜共有フォーマットの整備
デジタル翻刻版楽譜のメリットは楽譜が動的なデータと

なることで編集や再生といった機能が付与され，楽譜の持
つ拡張性・アクセシビリティが向上することである．楽譜
の編集や再生といった作業は楽譜制作ソフトウエア上で行
われることが多いため，デジタル翻刻された楽譜は複数の
楽譜制作ソフトウエアで利用可能な汎用性を備えている必
要がある．
現在，楽譜を異なるソフトウエア間で共有することを

目的としたファイルフォーマットとして W3C の Music

Notation Community Groupが開発するMusicXMLが多
くのソフトウエアに採用されているが，楽譜を電子的に表
現するために用いられるファイルフォーマットは長らくデ
ファクトスタンダードとなるものが存在せず，デジタル楽
譜は独自規格の蔓延によって分断されてきた．
Sunhawk，MusicNotes，Sibelius，Noteheadsなどの楽

譜データ販売サイトは機械可読な形式で表現された楽譜の
持つ再生機能を 1つの付加価値として楽譜データの販売を
行ってきた．しかし，これらのサイトで購入した楽譜は販
売元が提供する楽譜閲覧ソフトでしか，閲覧，再生，印刷
ができず，各楽譜販売サイトがユーザーを囲い込もうとし
た結果，デジタル楽譜市場そのものが分断される状況が生
じていた [13]．
楽曲の構造が記述された情報を異なるソフトウエア間で

共有することを目的としたフォーマットはMusicXML以
前にも存在していたが，唯一の例外であるMIDIを除き，
成功したものはないと言って過言ではない．
1960年代に音楽分析を目的に開発された Digital Alter-

nate Represetation of Musical Score（DARMS）はMIDI

以後に開発された最も古い音楽コードの 1つで，MIDIに
は含まれない楽譜の視覚的要素（連桁，棒の向き，改行位
置など）の記述に対応していた．しかし，検索機能に大き
な制限があり，音楽情報検索のニーズに答えることは難し
かった．また，印刷された楽譜よりも有利な点もほとんど
存在しなかった．さらに，GUIによる入力に対応していな
いため，デジタル楽譜市場からも注目されなかった [14]．
Resource InterchangeFile Format（RIFF）に基づいて

開発された Notation Interchange File Format（NIFF）は
Common Music Notation（CMN）で記述された楽譜を対
象に，その視覚的情報の記述を可能にしたが，再生や音楽
分析に求められる機能がMIDIに及ばず，ごく一部の楽譜
OCRソフトウエアを除きほとんど採用されなかった [15]．
このような過去の経験と MIDI によるファイルフォー

マットの標準化が電子楽器業界に大きな発展をもたらした
前例を踏まえ，MusicXMLは独自の楽譜記述フォーマッ
トをゼロから完成させるのではなく，互換性のない既存の
楽譜フォーマットをつなぐためのフォーマットと，それを
用いた楽譜ファイルコンバータの開発を並行してすすめる
形で行われた．最初期のプロトタイプでは学術利用のため
に用いられていた記譜フォーマットである MuseData と
Humdrumを参照しながら，NIFF，MuseData，MIDIの 3

種類の楽譜フォーマットを仲介するフォーマットが整備さ
れ，NIFFで読み込んだファイルからMuseDataファイル
を生成し，そこからMIDIデータを得るコンバータがあわ
せて開発された．有償楽譜制作ソフトとして普及していた
Finaleや当時最も普及してた楽譜 OCRである SharpEye

Music Scanningがサポートを開始したことで，MusicXML

は楽譜共有フォーマットとして急速に普及した．現在では
250以上のソフトウエアがMusicXMLに対応しており，デ
ジタル楽譜の標準ファイルフォーマットとして様々な場面
で利用されている．

4.2 デジタル翻刻版楽譜としてのMusicXML

符号化された楽譜は楽譜内の情報を複数の領域に区分し
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ており，音高，音価，歌詞，アーティキュレーション，ダ
イナミクスなど，作曲家の意図した音楽の内容および構造
が記述される論理的領域，音部記号やフォント，ページレ
イアウトなどを記述する図像的領域，演奏時の物理的な音
響や演奏者による楽器の操作を記述する物理的領域の 3つ
を基本とするモデルが知られている [16]．Musedataを参
照して構築されたMusicXMLも基本的には楽譜内の情報
をこの 3つの領域に分類して記述している．
ただし，この区分は決して厳密に区別されるわけではな

く，いずれかが競合を引き起こしたり，厳密な規定が難しい
場合には視覚的領域の再現性が優先されることが多い．例
えば，楽譜に前打音を書き入れる場合，その音が持つ音の物
理的な持続期間を規定しなくても記号を書き入れることが
できる．また，楽譜の視覚的要素だけを再現する場合，二
声の楽譜を単一の声部で記述することも現実的にはできて
しまう．このように，楽曲の実際の音の響きや楽譜として
の論理的な整合性よりも，視覚的な再現性が優先されるこ
とは決して珍しくない．このような曖昧さは，MusicXML

が商業的な目的で利用されることを意識して意図的に残さ
れている [17]．
現在デジタル楽譜の標準フォーマットとして利用され

ている MusciXML はその汎用性から楽譜データ販売サ
イトや楽譜制作ソフトウエアでの採用が非常に目立つ*1．
MusicXMLが音楽制作や音楽教育と高い親和性を持って
いるのは，MusicXML の開発がW3Cの Music Notation

Community Groupに引き取られる以前，音楽教育ツール
の SmartMusicや楽譜制作ソフト Finale，ソフトウエア・
シンセサイザーの Garritanなど，音楽産業の基盤となる
サービスを提供してきたMakeMusic社によって開発され
ていたことが大きく影響しているだろう [18]．
また，楽譜の翻刻作業を行う上では，GUIを搭載した楽

譜制作ソフトウエアが用いられることが多い．誰でも簡単
に楽譜が作成できる楽譜制作ソフトウエアの開発によって，
MusicXMLを利用した楽譜の共同的な翻刻作業がすすみ，
翻刻楽譜のレパートリーが豊かになっていく．そのなかで
も，オープンソースの楽譜制作ソフトウエアとして開発さ
れているMuseScoreは，楽譜組版の機能だけで比較すれば
有料ソフトウエアにも劣らない楽譜が作成でき近年シェア
を伸ばしている．
特に IMSLPにアップされた著作権切れの楽譜を Mus-

eScoreでMusicXMLに翻刻し，CC0で公開するOpenScore

プロジェクトはデジタル翻刻楽譜のライブラリー充実に大
きく貢献している．このプロジェクトは IMSLPと Mus-

eScore の共同事業として立ち上げられ，世界中のボラン
ティアによって楽譜の翻刻とそのチェックが行われてい

*1 例えば，国内では musikSCORE（https://www.musikscore.
net/）やBOOTH（https://booth.pm/ja/search/MuseCloud）
での販売が行われている．

る．また，歌曲を対象に音楽教育や楽曲分析のツールを提
供している Four Score and Moreのように，OpenScoreに
貢献しながらも特定のジャンルに絞った翻刻を集中的に進
めることで一種のコーパスの構築を目指すコミュニティも
存在する [19]．
OpenScoreが提供している翻刻楽譜は楽譜を必要とする

演奏家や音楽教育者，既存の楽譜から作った音源で新しい
音楽を制作する音楽家，弱視に対応した拡大譜や点字譜へ
の変換など，楽譜を二次的に利用するニーズに対応してい
る．このように，楽譜がMusicXML形式で翻刻されるこ
とによって，楽譜に二次利用の機会が与えられるとともに，
従来の紙媒体で流通してきた楽譜とは異なる方法での楽譜
利用が可能になっている．

5. デジタル学術編集版楽譜に向けた取り組み
5.1 音楽学が求める楽譜コンテンツ
楽譜の持つ情報をコンピュータで解析する場合，デジタ

ル翻刻によって得られたMusicXMLファイルも解析素材に
なりうる．例えば，MITが開発した Pythonの拡張ライブ
ラリーである music21[20]を利用することで，MusicXML

で記述された楽曲の中から特定の主題が登場する場所を検
索したり，特定の音列がどれだけ使われているかを確認す
ることができる [21]．一方，MusicXMLが記述できるのは
基本的に楽譜上に記述された音の運動に関する情報であり，
楽譜に記載された非音楽情報の記述は作者や楽曲タイトル
など基本的なメタデータにしか対応していない．これは，
MusicXMLがもともと楽譜の交換用フォーマットであり，
現在はその活用範囲が広がったとはいえ，あくまでも五線
譜によって表現される音楽情報の電子化に特化しているた
めに生じた問題であろう．また，商業的コミュニティーと
の結びつきが強いことを考えると，詳細なメタデータの記
述に対する商業的なニーズが低かったことも考えられる．
楽譜資料というと五線譜そのものに注目が集まりがちだ

が，書籍として出版される楽譜は五線譜以外の部分にもた
くさんの情報を持っている．楽譜そのものの書誌情報をは
じめ，目次や楽曲の紹介文，校訂報告など，書籍としての
楽譜が持つ情報に加え，実際に演奏に使われた場合には作
曲家や演奏家のメモ書きなどが残っていることもある．こ
のような，情報はその楽譜がどのようような資料なのかと
いうことを知る上で非常に重要であり，作品研究，音楽家
研究の双方にとって貴重な資料になる．
特に音楽学研究において重要になる原典版は実用版や解

釈版楽譜に含まれる編集や加筆を可能な限り取り除き，作
曲家による最終判断を反映した楽譜の姿を目指して編纂さ
れる．新バッハ全集の完結に 50年以上の歳月が費やされ
たことからもわかるように，その編纂過程ではあらゆる資
料が学術的に調査され，音楽学者らによって非常に緻密な
史料批判が展開される．このように，原典版は音楽学にお
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ける最先端の調査結果が詰め込まれた研究成果でもあり，
そこに含まれる情報は実に多岐に渡る [22]．
このような楽譜を編纂してきた音楽学コミュニティが求

める楽譜符号化システムは主に以下の 5つの点が要求され
ている [23]．まず，五線譜にとどまらず，ネウマ譜や定量
記譜法，モーダル記譜法，タブラチュアなど，多様な西洋
記譜法が持つ意味的・論理的な複雑性を表現できること．
第二に，ファクシミリ版，原典版，実用版など，楽譜の形
態に関わらず共通して認められる表記上の特徴を表現でき
ること．第三に，学術コミュニティによって管理されるパ
ブリックでオープン標準な規格であること．第四に，特定
のプラットフォームに依存せずオープン標準な規格に基づ
いていること．第五に，学術的な分析をサポートし，デジ
タルと印刷の両方で柔軟な表現が可能なこと，である．

5.2 学術的ニーズに呼応するMEI

以上のような音楽学コミュニティからのニーズを踏ま
え，MusicXMLが対応していない非音楽的情報の記述に
柔軟に対応することで，学術的な利用に耐えうる情報量を
持ったデジタル楽譜エンコーディング規格を目指している
のがMusic Encoding Initiative（MEI）である．
Machine-Readable Cataloging（MARC）や Functional

Requirements for Bibliographic Records（FRBR）など既
存の規格に含まれる記述方法を参照して構成されている
が，特に人文学資料のエンコーディング規格である Text

Encoding Initiativeから大きな影響を受けており，音楽学
研究者が求める楽譜の史料としての情報記述を重視してい
る [24]．五線譜に書かれた音楽情報やページレイアウトを
XML形式で構造的に記述するという点はMusicXMLと変
わらないが，楽譜の持つ知的内容に関する情報を構造化さ
れた体系的な方法で記述することができる．
楽譜の持つ情報を物理的領域，論理的領域，図像的領

域の 3つに分類した [16]の枠組みは Standard Music De-

scription Language（SMDL）によって拡張され，これと同
様のモデルがMEIでも採用されている．
SMDLによるモデルは論理的領域，ジェスチャ領域，視覚

的領域，分析的領域の 4つの視点で楽譜を符号化する [25]．
論理的領域には音楽の内容および構造が記述されるが，そ
の領域は [16]よりも厳密に定められている．SMDLの論理
的領域に含まれるのはコンピュータが最低限の印刷楽譜と
合成演奏の両方を生成するために必要な最低限の情報であ
り，その他すべての領域が共通して参照の対象としうる，
作品にとって必須の要素に限られる．物理的領域と置換さ
れる形で新たに採用されたジェスチャ領域には，論理的領
域の記述が演奏者によってどのように解釈されたのかが記
述される．例えば，論理的領域の記述に対して，明示的に
歌詞が変更されたり，フェルマータが誇張させたりした場
合，これは論理的領域に記述された内容に対して演奏者の

解釈が付加された結果として音響の変化が引き起こされた
と考えることができる．[16]の議論における物理的領域は
音楽を音響的情報，ないしは具体的な楽器の操作という観
点から記述することが提案されていたが，SMDLではよ
り演奏者によるパフォーマンスの記述に寄った立場が取ら
れており，そこには演奏者や記述者の主観が織り込まれる
可能性が残されている．図像的領域と置換された視覚的領
域は基本的に [16]の定義を引き継いでいるが，楽譜紙面を
単なる画像ではなく，“人間の編集者，彫版者，植字者に
よって追加された情報”として捉えている [25]．最後に加
えられた分析的領域は “音楽理論家の遊び場”と例えられ，
他の 3領域で記述された情報に対する解説や分析が記述さ
れ，音楽構造に関する理論的，音楽的な議論の場所として
提供されている．
楽譜に対する注釈，解釈の記述を可能にする分析的領域

や演奏スタイルの違いによって引き起こされる可変性を
記述可能にするジェスチャ領域の導入によってMEIの楽
譜記述はMusicXMLよりも柔軟性に富んでいる．例えば，
楽譜に書かれた内容を一意に記述するMusicXMLに対し
て，MEIは 1つの音符に対して複数の可能性を残すことが
できる．これにより，楽譜単位ではなく，基本的な構成要
素を共有する楽曲を単位とするデジタル楽譜データの作成
が可能になった．これにより，自筆譜から原典版，実用版
にいたるまで，同じ作品を対象にした楽譜を 1つのファイ
ル内で記述可能になる．
音楽学コミュニティからの要求に応えるため，MEIは

CMN以外の記譜法にも対応しており，現行のMEI4.0は
定量記譜法（mensural notation），ネウマ譜，タブラチュア
をサポートしている．また，Corpus Musicae Ottomanicae

（CMO）ではオスマン古典音楽やアルメニア教会音楽で用
いられる Hamparsum記譜法をMEIに取り入れることを
目指しており [26]，今後もサポート対象となる記譜法は増
えていくだろう．
さらに，MEIは楽譜編集，音楽分析，演奏研究など，音

楽に関わる様々な研究の基礎となる包括的な楽譜アーカイ
ブの開発を可能にすることを目標の 1 つとして掲げてお
り，符号化された楽譜とデジタル画像，録音資料，演奏動
画などとの対応が記録できる．これによって，MEIは単な
るリッチなメタデータを持つ機械可読な楽譜フォーマット
というだけではなく，デジタル楽譜を軸に様々な音楽資料
を横断的につなぎ合わせる，楽譜文化の結節点として機能
することが期待できる．

6. デジタル楽譜の発展に向けた課題と展望
商業的なコミュニティとのつながりが強く，交換用フォー

マットとして楽譜のアクセシビリティ向上がもたらす二
次的な利用機会を強く意識しているMusicXMLに対して，
MEIは学術コミュニティと深く関わり，音楽学の求める豊
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富なメタデータを取り込みつつ様々な音楽資料をつなぎ合
わせるハブとしての機能を帯びており，2つのフォーマッ
トは機械可読な楽譜の記述という共通した目的に対して，
それぞれ異なる方針で臨んでいる．
一般的に考えれば，MusicXML を上回る情報量を持つ

MEIのほうがデータとしての価値が高いように思えるかも
しれない．しかし，MEIは学術コミュニティ以外ではほと
んどサポートされておらず，普及の面から見ると標準規格
となったMusicXMLに対して大きく遅れている．これは，
MEIが SMDLから引き継いだ 4つの情報区分による楽譜
記述が持つ複雑さと多義性が原因のひとつとなっている．
SMDLモデルで用いられる 4つの領域に属する情報の全

てを記述しようとすれば，MEIは非常に複雑なフォーマッ
トとなることが避けられない上に，研究利用を除く一般的
なデジタル版楽譜のニーズに応じるだけであれば，ほとん
どの場合，4つの領域全てを満たす必要はない [27]．MEI

ガイドラインにおいても，楽譜の符号化における全ての局
面で 4つの領域が全て利用できるわけではなく，論理的領
域と視覚的領域は部分的に混同され，ジェスチャ領域より
も視覚的領域の再現を優先することが非常に多いことが示
されている [28]．また，同じような情報が異なる方法で符
号化されており，1つの記号に対応する音程，音価，調など
に関する情報が必ずしも noteや rest要素の直下に記述さ
れているとは限らず，chordや beam要素などツリーの異
なる場所に散在していることも少なくない．さらに，論理
的領域とジェスチャ領域はお互いを補完しあうことで情報
を豊かにすることもあるが，ときに競合を引き起こし，利
用者によるさらなる解釈が求められることもある．このよ
うに，MEIは楽譜の持つ情報を豊かに記述するがゆえに，
各領域の記述が引き起こす競合や，1つの記号に対して複
数の意味が記述されることで生じる曖昧さを避けることが
難しい．
SMDLがその複雑さ故に普及せず，国際標準規格として

の採用も見送られた過去を考えると [29]，同様のモデルを
採用しているMEIを普及させるためには，実際に楽譜を必
要とする人にとって使いやすい環境の整備が欠かせない．
なかでも GUIを持つ楽譜制作ソフトウエアのサポート

はフォーマットの普及にとって非常に重要な要素になるだ
ろう．現状，有料楽譜制作ソフトウエアである Sibeliusか
らMEIを出力するためのプラグインが公開されているが，
無料の楽譜制作ソフトウエアを利用する場合，MuseScore

で作ったMusicXMLを何らかの方法で変換する必要があ
る [30]．MusicXMLからMEIへの変換は，先に取り上げ
た music21をはじめ，MEIが提供している変換用 XSLT

スタイルシート [31]，Répertoire International des Sources
Musicales（RISM）が開発しているVerovio[32]，Center of
Music and Film Informatics が開発する meico [33]など，
いくつかのツールが用意されているが，無料の楽譜制作ソフ

トウエアから直接MEIファイルを出力する方法はまだ用意
されていない．また，MEIが持つ 1番の強みである豊富な
メタデータの記述という点を活かすためには，MusicXML

を MEIへ変換するだけではなく，別途 Metadata Editor

and Repository for MEI Data（MerMEId）[34]などを利
用してメタデータを付与していく作業も必要になる．
一方，研究の基礎として原典版を非常に重視してきた音

楽学コミュニティが利用しやすいインターフェイスの開発
は徐々に進んでおり，特に DIMEの公開に際して Verovio

をベースに整備された THE DIGITAL MOZART SCORE

VIEWER（MoVi）[35]はMEIの持つ多様なメタデータ，
テキスト資料，異版，編集箇所，音源資料へのリンクなど
の中から，必要に応じて表示させる情報を柔軟に選択する
ことができ，紙媒体の原典版とは大きく異なる閲覧経験を
提供している．従来であれば校訂報告を読まない限り分か
らなかった編纂者による追記箇所や旧版との変更点などが
視覚的に明示され，それらが楽譜上で簡単に比較すること
ができるようになったことで，これまで見過ごされてき編
集箇所が改めて議論の俎上にあがり，そこから新しい研究
成果につながる可能性もあるだろう．

7. まとめ
本稿で議論したデジタル楽譜の類型は画像からデジタル

学術編集版へと段階を経ながら洗練されているかのような
進歩史観的視点で語られるべきではなく，むしろ 1つの楽譜
がそれぞれの類型においてデジタル化の対象として扱われ
ることで厚みのあるデジタル楽譜資料群が形成され，利用
者がその中から自らのニーズに合った楽譜が選択できるよ
うな環境を目指すことが望ましいだろう．そのようなデジ
タル楽譜環境を目指す上で，本稿が取り上げたMusicXML

とMEIはそれぞれが異なる設計思想を掲げることで，デ
ジタル楽譜のあり方に多様性をもたらしているといえる．
また，本稿では深く取り上げることができなかったが，デ
ジタル楽譜文化を支える技術は符号化された楽譜を CMN

にレンダリングする楽譜制作ソフトや楽譜ビューワ，レン
ダリングに際して用いられるデジタル楽譜フォントやフォ
ントマッピング規格など多岐に渡る．さらに，デジタル楽
譜文化そのものに対する検討に際しては，楽譜を利用する
主体や楽譜のデジタル翻刻に取り組むコミュニティ，コモ
ンズとなった楽譜が持つ資料価値の変化，出版楽譜とデジ
タル楽譜との関係性などにも視野を広げていく必要がある
だろう．議論すべき点は多岐にわたるが，長らく紙という
メディアに固定されてきた楽譜がデジタルという新しいメ
ディアに移行しつつある現状を描き出すための課題として
取り組んでいきたい．
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